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自己評価作成田

基本情報リンク先

令和6年 9月 2日 評価結果市町村受理日 令和6年 11月 6日

い

に、洗濯物を外に干しに行く機会作りや、買い物に職員と一緒に出かけたり、季節によつては散歩に
行つたりしている。ガレージには、ベンチを設置しゆつくりと利用者と関われる時間を持つたりしている。
また、豆まきをしたり、流しソーメンレク等を施設全体として広い場所での提供が行えている。手作りお
やつを作る機会を設けている。食事に関しては利用者様が出来ることをして頂けるように、食材から下
ごしらえや盛り付けまで職員と一緒にして頂いている。

て い の て し

間に、自由で闊達な事業所のカラーを打ち出すことに成功しています。天気が良く、運転できるスタッフの
いる時には、急速思い立って平安神宮、上賀茂神社、利用者のもと自宅付近などにドライブをされています。事業

てヽ専門的且つ楽しい話をしてもらい、さらに当日は昼食準備の手間を省き、本格的な桶の寿司を取り寄せて利用

いう短期

よぎにたご飯 頂いた苺は苺大福に姿を変え、随
の運営推進会議では、歯科医を招

はおでも、 で余つた行事 レートチョコ ップヶ―キはカ 残っ

イの ア と発想デア て し力が活かされ まヽす 不uまた、 用者やご家族参加

好評でした。 自由で、比較的
理念に基づき、 の足元回めに力を注ぎ

、サービスの質の向上 |

は大 面会や 出タト タト,自も 生ヽ と限の牛」 少な る 口で利用者の 常を豊活を保障す
は法人 ら自て しに し まヽす 為世為人 の経営 者 の採用 くを多 正

し の マ ス用に登 自独 イ で研鑽と給ター制度」 の反映を与ヘ 図り て努め おられます

評価機関名 一般社回法人 京都ボランティア協会

所在地 〒600-8127京都市下京区西木屋町通上ノロ上る梅湊町83-1「ひと・まち交流館 京都」1階

訪問調査日 令和6年 9月 25日

V.サービスの成果に関する項目(アウトカム項目)※ 項目N住 1～ 55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します
項  目 月Xり 組 ′ナ fl'双 果

↓該当するものにO印 項  目 RXり 租 外 て
''"文

果

↓該当するものにO印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目:23,24,25)

1ほほ全ての利用者の

63

職員は、ス族が四つていること、 、求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目:9,10,19)

O 1ほぼ全ての雰族と
O 2利用者の 2/3く らいの 2雰族の2/3くらいと
3 ネu用者の1/3くらいの 3 雰族の1/3くらいと
4ほとんど孝国んでいない 4ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆつたりと過ごす場面
がある
(参考項目:18,38)

1~母 日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目:2,20)

1ほほ毎日のように
2数 日に1回程反ある O 2数 日に1回程度
3たまにある 3たまに
4ほとんどない 4ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目:38)

1ほほ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がつたり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目:4)

1大いに増えている
2 本J用者 の 2/3くらいが 2少しすつ増えている
3 ホ町用者の 1/3くらいが 3あまり娼えていない
4ほ とんどいない 4 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目:36,37)

1ほは全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
(参考項目:11,12)

1ほほ全ての戦員が
〇 2利用者の2/3く らいが 2城員θ)2/3くらいが
3利用者の刊/3くらいが 3城員θ)1/3くらいが
4ほとんどいない 4ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目:49)

1ほほ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

十 1ほほ全ての利用者が
2利用者の2/3くらいが 2 本u用者 の 2/3くらいが
3利用者の1/3くらいが 3利用者の1/3くらいが
4ほとんどいない 4ほ とんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目:30,31)

) 1ほほ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1ほ ほ全ての承際等が
2利用者の2/3くらいが 2琢 際 1手 の 2/3くらいが
3利用者の司/3くらいが 3_家族等の1/3くらいが
4ほとんどいない 4_ほ とんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目:28)

1ほほ全ての和J用者が
2 不可用者の2/3く らいが
3利用者の¬/3くらいが
4ほとんどいない



京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム 可F

自己評価および外部評価結果
自

己

1

部

(1)

項  目

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
くり、管理者と職員は、その理念を共有して

実践につなげている

自己評価 タト吉卜言平1面

フロアで

実践を行うようにしていく。理念に関しては
フロアでの会議で話し合いをして決定した。

え

実践状況 実践状況

｀
「笑顔」と こころ」いつでも人が真ん中

″
の

法人理念、
｀
為世為人"の経営理念に沿つ

て、「心地よい家 心地良い居場所 心地良
い環境」の事業所理念を職員全員で定め、
各階のフロア理念とともに事務所内に貼り、
実践につなげている。設立後1年未満で、ま
だ振り返りはしていない。

次のステップに向けて期待したい内容

2 (2) O事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

利用者と共に買いものに近隣のコンビニや
スーパーに出かけている。岩倉地域の消防
訓練に事業所として参加した。

地域の店で買い物をサるほか、利用者と左
京区役所にでかけ、障がい者の作業所の物
品購入をしている。小学校でおこなわれる地
域防災訓練に参加している。町内会長宅に
挨拶に伺つている。地元の寿司屋から出前
を取つている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

運営推進会議を通じて口腔ケアについての
講演を歯科医師にしてもらうことが出来た。

4 (3) ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

運営推進会議を2か月に1回実施。ご家族
様より普段何を食べているかを知りたいと
意見があり食事メニューを毎月家族に送付
することになつた。

地域包括支援センター、民生委員、利用者、
複数の家族が参加されている。事業所の行
事、事故・ヒヤリハット報告などや日頃の活
動状況の写真を見てもらつている。参加者の
質問に答え、頂いた意見には真摯に対処し、
会議で得た地域情報も活用している。議事録
は全家族に配布している。

自治会長さんなどにも働きかけ、今後
運営推進会議に地域の方の参加を増
やされるよう期待します。

5 (4) ○市町村との運携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議の議事録を都度提出してい
る。事故報告がある時は書類の送付とわか
らないときは相談をしている。

地域包括支援センターが開催した防災研修
に参加し、能登地震の輪島の被災者当人と
リモートで向きあい、災害時の経験や教訓な
どの情報交換をしている。消防訓練に消防
署の立ち合いがある。

6 (5) ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる 施設内での身体拘束は行つていない。

身体拘束廃止に関する指針を整備し、3か月
に 回ヽの委員会を開催している。年2回全職
員が個別の動画研修を受けた後、アンケート
とテスト及び研修報告書を本社に提出してい
る。夕方帰宅願望のある方には、真に帰宅
願望か、他の不安感かを見極め、当面は食
事準備を依頼したり、話したり、散歩をするな
どして気分を変え、一方で他の解決法も探つ
ている。

身体拘束廃上に関する指針は、重要
事項説明書などとともに来所者に見
えやすいところにファイルして置かれ
るよう期待します。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム 可F

自

己

外

部 項  目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

年間計画としての研修を年間2回行つてい
る。

8 O権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぷ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

現在行えていない。

9 〇契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑間点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図つている

入居時に契約を結ぶときにしっかりと説明を
行つている。介護保険法が変更になった時
も都度家族に説明をし、理解をしてもらい、
わからないことがあるときは管理者から再
度説明をしている。

10 (6) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

年に1度会社としてのアンケートを実施して
いる。運営推進会議でも意見は出ている。
面会時にも職員と話をしている機会が多
い 。

本社から家族へのアンケートがあり、本社に
返送されるが、本社から特に指摘はなかっ
た。運営推進会議では、訪問リハビリなどの
導入、投薬に関する要望があり検討してい
る。食事内容を知りたいという意見を受け、
全家族にメニューを配布している。入所時に
自前のベッド搬入の希望があり、応じてい
る。

11 (7) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

月刊回のミーティングを行い、意見を出して
いる。常時管理者と職員は、よくコミュニ
ケーションをとつている。

全員が正職員で、会議や委員会、面談以外
にも、普段から自由に発言できる環境があ
る。形式的な書類なしで、ドライブに出たり、
ソフトクリームを食べに行つたり、思い付きで
おやつレクリエーションをずるなど、職員のア
イディアと行動力を尊重している。通勤バス
の時間が限られる職員のシフト変更もしてい
る。パート職員1名 以外に離職者はいない。

12 ①就栗環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持つて働けるよう職場環
靖・条件 ω樽倍 に纂 ″、イ 1ヽス

面談をとおして意見を聞いている。日ごろか
らコミュニケーションをとつている。

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

社内資格制度を活用し介護技術、認知症に
対しての理解を深めている。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム 刊F

自

己

外

部 項  目
自己評価 外部評価
実,尭状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

14

旺
15

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

○

サービスを導入する段階で、本人が困つているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくり1こ努めている

岩倉包括の研修会には参加したが、他施設
との交流は現状持てていない。

入居前に本人面談をし、アセスメントをとる
際にじっくり話を聞いている。

16 〇初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困つている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

アセスメントをとる際に本人と家族に対して
より深く話を聞けるようrこ職員2人が面談に
行き個々で話を聞ける環境を作つている。

17 O初別対応の見極めと更接
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

現状を踏まえて、施設での生活のイメージ
を作つてもらえるように話をしている。

18 O本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

家事手伝いをとおして自分たちが出来るこ
とは何かを考えながら毎日の役割としてして
もらつている。食事準備や洗濯物など。

19 〇本人を共に更えあう琢族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

家族との情報共有をしている。できる限り面
会をできる環境つくりをしている。イベント時
はご家族様にも声をかけている。外部の医
療機関受診時はご家族様の協力も得てい
る。

20 (8) O周‖梁みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた罰‖染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

昔からの友人が面会に来られたり、電話と
手紙を頂いたりしている。住んでいた家の近
所にドライブに出かけたりしている。

左京区内からの入所者が多く、家族や知人
の面会が多い。面会時は家族に写真を見せ
て近況を伝えている。YOUTUBE(動画配信
サービス)に合わせて体操や歌を歌うなどし
ている。絵を描いたり、職員とオセロを楽しま
れる方もある。洗濯物を干す、畳む、盛り付
けや掃除などの家事も継続されている。美容
院は現在全員が訪間理・美容を利用されて
いる。家族との外出や帰宅も自由である。ブ
ログでホームの日常を発信している。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム lF

自

己

外

部 項  目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
21 O利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

レクリエーションを通しての関りを促したり、
テーブル配置もお互いの顔が見えるよう1こ
配慮している。

田
２３
四
③

O関係を断ち切らない取組み
サービス利用 (契約)が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

退去した後も行先のケアマネジャと連携して
どのように過ごされているかの確認を行つて
いる。

本人がしたいことの思いを聞いての実践を
している。買い物や散歩、ドライブなど。伝え
られない人には選択肢を作り聞いている。

、ソフ リームの
店に行つたり、買い物の要望に応えてコンビ
ニ五ンスストアやスー′ヽ一などに行つている。
おやつ作りや行事などにも希望を反映させて
いる。開設後1年未満で多忙な中、実践に重
きを置いたため、本人の得意とすることや望
むことをアセスメントに落とし込む作業はしき
れていない。

開設後刊年未満の間に18名の利用者
の面談、入所対応、アセスメント、介
護計画作成など多くの事をこなして来
られました。これからは内容を深める
時期に来ていますので、書類の充実
に期待します。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

アセスメントの時や家族が面会に来られた
時に情報収集をして実施している。

25 〇暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

記録を通じて共有をしている。

26 (10) Oチームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

ミーティングや家族面会時にいろいろな意
見交換をしている。管理者自身が家族との
話をすることを心がけそれを職員とも共有を
している。

面会時等に家族の意見を聞き、会議での職
員の意見も反映させて介護計画を作成して
いる。家族に6か月ごとの介護計画と3か月ご
とのモニタリング結果を説明し、署名を貰つて
いる。週間計画表の「週単位以外のサービ
ス」欄に医師、歯科医、薬剤師、訪間看護師
などとの連携体制が記載されている。変化が
あれば、期間内にも計画を変更している。

27 Ol回別の記録と冥践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

職員間での情報共有を日々行つている。
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自

己

外

部 項  目
自己評価 タト苦[言平イ面

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

職員間で情報共有し、適宜必要な支援を検
討している。

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が1い身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

施設入居をした後も、近隣への買い物を一

緒に行く機会を持つたりしている。

30 (11) 〇かかりつけ医の受診更接

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

かかりつけ医や薬局とは、日ごろから蜜に連絡
をとり、情報共有行つている。利用者様の体調に
異変等がある際は、適宜かかりつけ医に連絡を
取り、受診受け入れをしてくれたり、診察に来て
頂いたり、指示を受け対応している。

協力医療機関が事業所近くにあり、内科また
は精神科の訪問診療月2回と、24時間オン
コール体制がとられていることから、協力医
に切り換える利用者も多い。家族と他の診療
を受診する時は、事業所は医療情報を提供
し、受診後の様子を家族から聴いている。訪
間歯科医と歯科衛生士が希望者の治療と口

腔ケアに当たっている。訪問看護師が毎週
来所し体調管理と職員の相談にのつている。
現在訪間リハビリも検討中である。緊急時は
管理者と主治医とが連携して対応している。

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪間看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
ラけスカ,スたちにす1等 I´ていス

週に1度訪問看護による体調管理や、状況
に応じて、その宕出度相談も行つている。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くり歩行っている^

入院時は、ご本人の情報提供を病院に行つ
ている。また病院と連絡も取り、早期の退院
にも対応している。退院前カンファレンスに
も参加し情報収集行ている。

33 (12) 〇童度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

契約時に、看取りの指針の説明を行い、意
向の確認も行つている。

開業1年未満で対象者はない。利用者と家族
には入所時に「重度化対応及び看取リケア
に関する指針」をもとに説明している。また、
緊急時の対応や意向を家族に確認してい
る。職員への研修は看取り対応時に事業所
内で実施する予定にしている。

34 ①急変や事故発生時の傭え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

急変時の対応の仕方は、職員それぞれに
不安があつたときに相談を受けながら指導
をしているのが現状。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム lF

自

己

外

部 項  目 自己評価 タト音隣評イ西
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35

□
３６

(13)

囮
⑭

①災署対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

′

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバンーを
損ねない言葉かけや対応をしている

地域の避難訓練に管理者と1名の職員が参
加している。施設での訓練も災害時はどの
ようにするかの話し合いを行つた。火災時の
訓練は年2回行つている。

ご本人の人格を尊重できるように、出来る
事は、できる限りご自身で行つて頂いてい
る。

消防避難訓練年2回及びBCP(事業継続計
画)に関する水害想定の避難訓練を年1回お
こない、見直しもしている。2月 には職員に防
災・通報機器の説明をしている。消防署立ち
合いの通報、消火、避難の総合訓練では、
声掛け、避難人数、空室確認などへの講評
があり、次国の訓練に活かすことにしてい
る。水害の避難訓練では、階段を上がるのに
時間がかかる事や、上がれない方もあったこ
とから、停電がなければエレベーターでの早
期避難も1手段となることを学んでいる。地震
の避難は検討中である。備蓄は2階の入り口
前や倉庫に水、五目御飯など3日 分以上、簡
易トイレ、カセットコンロなどを置いている。司‖
練に地域の方の参加はない。

虐待予防やプライバシー研修、認知症KAIG
Oマイスター制度(法人独自の段位認定制度)
などで理論づけをしながら、実践上の利用者
との関わり方を職員間で検討している。起床
や朝食時間、服を選ぶなどの自己選択権を
尊重し、その人らしい生活ができるようにして
いる。管理者は、職員が常識的なモラルやマ
ナー意識を持って丁寧な言葉使いで対応ず
るよう呼びかけ、必要時は個別にアドバイス
をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

ご自身で、思いを表出できない方は、選択
肢をご提示し、選んで頂くようにしている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

外に出たいと希望が出た時にはできる限り
添えるようにしている。職員の者卜合はできる
限りつくらない体制つくりをしている。

39 〇身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

化粧水や乳液などを塗られていたり、衣類
を選んで着ている方もいる。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム lF

自

己

外

部 項  目
自己評価 外部評価
実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

40 (15) O食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

食事を作る工程から盛り付けまで一緒にし
ている。基本的には盛り付けは利用者様が
行う。リビングにホットプレートを出しておや
つを目の前で作つたりしている。

業者の食材とレシピをもとに、三食とも職員
が手作りをしている。利用者は包丁やピー
ラーでの皮むき、盛りつけ、妙め物の他、お
茶を入れる、、お盆やテーブル拭きなどをさ
れている。主にごはん食であるが、パンの希
望があれば、利用者と買いに行き、朝はパン
食にしている。業者の献立にはおせち料理な
どの行事食も含まれるが、別に月4回、少し
豪華なおたのしみメニューも選べ、誕生日祝
いなどに利用している。時には寿司屋の桶寿
司をとつたり、流しそうめんをしたり、臨機応
変に対応している。専用の機械を買つての
チョヨレートタワー、残ったチョコでのマグカッ
プヶ―キ、おはぎなどのおやつレクリエーショ
ンも手軽に楽しんでいる6鯖アレルギーの方
には、別の魚を提供している。また、咀畷能
力を見て、きざみ食などにも対応している。

41 〇来養操取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

記録を通して情報共有をしながら、少ない
場合は間で食べてもらつたり、飲んでもらう
ようにする。介助が必要な場合は行う。

42 ○口腔内の清潔保持
回の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後に口腔ケアを促している。

43 (16) ①蒻F泄の目立更残

つF泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行つている

必要な方には、適宜トイレ誘導行つている。

個々の排泄パターンに合わせて必要な方に
は声をかけ、トイレでの排泄を支援している。
2階の車椅子の方も日中は介助にてトイレで
排泄している。布の下着やリハビリパンツの
方が大半だが、オムツ使用の方もある。老人
保健施設からの入所者で、リハビリパンツか
ら布の下着に改善された例がある。居室に
ポータブルトイレを置いている方もある。

44 〇便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

水分量を増やしたり、体を動かしてもらって
いる。あまりにも出ない人に関しては医師に
相談も含めて行つている。
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自

己

外

部 項  目 自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 (17) O入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるよう1こ、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている おおむね曜日は決めている方もいるが、体

調に応じて日にちを変えたり、本人希望で
次の日に入つて頂くこともある。拒否のある
方には毎日声をかけながら入つて頂けるよ
うにしている。

本人の様子や体調を見ながら週2回の入浴
を実施している。つど湯を替え、湯量や湯
温、浸かる時間の希望にも応じている。シャ
ンプー類、入浴剤は好みの物も使える。季節
湯はまだおこなつていない。足浴の方もあ
る。同性介助の希望も極力容れ、職員と1対
刊で話し、ゆつくり入浴してもらっている。浴槽
は可動式で、利用者の状態に合わせて左右
に移動できる。足元マットは毎回交換してい
る。入浴を嫌がる方には毎日声をかけ、声か
けの職員を変えたり入浴時間をずらすなどの
工夫をしている。

46

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

ご本人の体調に応じて、居室で体んで頂く
時間も持っている。室温も配慮している。

47

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

お薬情報は、キャビネット1こある個人ファイルに
保管し、いつでも見る事ができる。薬の変更が
あつた際は、申し送りにて情報共有行つている。
ご本人の状況も記録に残している。主治医や薬
剤師にも相談や報告を行つている。

48 O役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

食事の盛り付けや食器洗い、洗濯物たたみ
等、その方の出来る事を、お手伝いして頂
いている。食事やおやつのレクリエーション
も取り入れている。

49 (18) O日 常的な外出支援
一人ひとりのその国の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ご本人の希望にて、近隣散歩やコンビニや
スーパー、ドラッグストアヘ買い物に行つた
りしている。利用者様の意見も聞きながら、
ドライブやアイスクリームを食べに行つたり
もしている。

日常の散歩は、近くの寺や公園などに行き、
季節の花見もしている。敷地内で洗濯物を千
す、取り入れる、ベンチで歓談するなどで外
気に触れている。屋外でラジオ体操をする討
回もある。利用者と車でスーパーゃドラッグ
ストア、左京区役所の障がい者施設のおや
つ販売などに行き、買い物をしている。大原
にアイスクリームを食べに行き、以前住んで
いた利用者の自宅近くを通ることもある。家
族とは通院や買い物、外食、面会時の散歩、
外泊などで出かけている。

50 Oお金の所持や便うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

自分自身でお金を管理されている方もい
る。職員と一緒に買い物に出掛けられてい
る方もおられる。
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京都府 ヒューマンライフケア岩倉グループホーム lF

自

己

外

部 項  目 自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

51 〇電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるよ引こ支援をしている

ご家族やご友人からの手紙が届いた際は、
ご本人にお渡ししている。電話を取り次ぐ事
もある。

52 (19)

共用の空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等)が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激 (昔、光、色、広さ、温度など)がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

リビングは季節にあった飾り付けを行つてい
る。キッチンとリビングは接している為、調理
の匂いや音も生活の中の一吉Fとなつてい
る。

広いリビングは窓が多く明るい。長方形の
テーブル3卓、正方形のテーブル刊卓、長め
のソファが2脚あり、用途により配置を変えて
いる。席は決めていないが、自分でここと決
めている方もあり、好きな場所で落ち着ける
ように職員がさりげなく気を配つている。電子
ピアノもあるが、現在演奏ずる方はいない。
白い壁面に利用者と作つた葡萄の折り紙
が、テレビの横にはチューリップの折り紙の
東が飾られているが、全体的に過度の装飾
はなくすっきりしている。新聞を読み、クロス
ワードパズル、ぬり絵、レクリエーションや体
操、歌などを楽しみ、昼間はほとんどの方が
リビングで過ごす。キッチンでの食事準備の
様子が見え、音や匂いを感じることもできる。
エアコン、加湿空気清浄機で空調管理をして
いる。清掃は利用者が掃除機や簡易モップ
をかけ、夜間に職員が水モップをかけてい
る。

53 ひ の

共用空間の中で、独りになれたり、気の合つた利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

ソファーやテーブルの配置や座席を配慮し
工夫している。

54 (20) ①盾心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

ご自宅より、使い慣れた物を持参され室内
レイアウトされている。

居室入り回のプレードの記名のほか、鍋敷き
などをアレンジして名ホしにしている方もいる。
介護ベッド、エアコン、クローゼット、防炎カー
テンなどが予め備わり、家から布団やカー
ペット、タンス、時計、座椅子、仏壇、テレビ、
往年の自作の絵画などを持ち込み、好みの
レイアウトで居心地よく過ごされている。「お
てがみBOX」 と書かれた箱の中に、お孫さん
など家族の手紙や写真を入れている方もい
る。掃除は職員と利用者とでしている。事業
所はゆつたりとじた立地にあり、窓からの眺
めや採光は良い。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

建物内バリアフリー。トイレやお風呂も表示
あり、見て頂くとわかるようになつている。ま
た居室前にも名前を掲示している。
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